
mgcp persistent through mmoip aaa send-id
secondary

• mgcp persistent（3ページ）
• Mgcpピギーバックメッセージ（5ページ）
• mgcp playout （7ページ）
• mgcp profile （9ページ）
• mgcp quality-threshold（11ページ）
• mgcp quarantine mode （13ページ）
• mgcp quarantine persistent-event disable（15ページ）
• mgcp request retries（17ページ）
• Mgcp要求のタイムアウト（18ページ）
• mgcp restart-delay（20ページ）
• Mgcp rtpペイロードタイプ（21ページ）
• mgcp rtp unreachable timeout（24ページ）
• mgcp rtrcac（26ページ）
• mgcp sched-time（27ページ）
• mgcp sdp（28ページ）
• mgcp sgcp disconnect notify（30ページ）
• Mgcp sgcp再起動通知（32ページ）
• mgcp src-cac（33ページ）
• mgcp timer（34ページ）
• mgcp tse payload （37ページ）
• mgcp vad（39ページ）
• mgcp validate call-agent source-ipaddr（40ページ）
• mgcp validate domain-name（42ページ）
• mgcp voice-quality-stats（46ページ）
• microcode reload controller（48ページ）
• midcall-signaling（50ページ）
• min-se (SIP)（53ページ）
• mmoip aaa global-password（55ページ）

mgcp persistent through mmoip aaa send-id secondary
1



• mmoip aaa method fax accounting（56ページ）
• mmoip aaa method fax authentication （58ページ）
• mmoip aaa receive-accounting enable （60ページ）
• Mmoip AAA受信認証の有効化（62ページ）
• mmoip aaa receive-id primary（64ページ）
• mmoip aaa receive-id secondary（66ページ）
• mmoip aaa send-accounting enable（68ページ）
• Mmoip AAA送信認証を有効にする（70ページ）
• mmoip aaa send-id primary（72ページ）
• mmoip aaa send-id secondary（74ページ）

mgcp persistent through mmoip aaa send-id secondary
2

mgcp persistent through mmoip aaa send-id secondary



mgcp persistent
Media Gateway Control Protocol (MGCP)ゲートウェイから Call Agentへの永続的イベントの送信
を設定するには、グローバルで mgcppersistentコマンドを使用します。既定の設定に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

mgcp永続的 {hookflash | offhook | onhook}
いいえmgcp永続的 {hookflash | offhook | onhook}

構文の説明 永続的なフックフラッシュイベントをコールエージェントに送信します。フックフラッ

シュ

持続的なオフフックイベントをコールエージェントに送信します。オフフック

持続的なオンフックイベントをコールエージェントに送信します。オンフック

コマンドデフォルト 持続性が有効の場合、hookflashキーワードは無効です。offhookキーワードの永続性が有効に
なっています。持続性が有効の場合、onhookキーワードは無効です。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン 永続的なイベントは、一度検出されると、Callエージェントがその発生の通知を明示的に要求
しているかどうかに関わらず、報告可能と定義されます。つまり、ゲートウェイが検出と報告

を求められるRequestedEventsのリストに含まれていないイベントであっても、これらは報告さ
れます。このようなイベントには、ファックストーン、連続性トーン、オンフックトランジ

ションなどがあります。各イベントには、ゲートウェイが実行するアクションが関連付けられ

ています。

デフォルトの動作をオーバーライドする必要がある永続イベントの各タイプにこのコマンドを

使用します。

例 次の例では、永続的なオンフックイベントをコールエージェントに送信するように

ゲートウェイを設定します。

Router(config)# mgcp persistent onhook
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関連コマンド 説明コマンド

開始し、MGCPデーモンにリソースを割り当てます。mgcp
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Mgcpピギーバックメッセージ
ピギーバックメッセージを有効にするには、グローバル設定モードでmgcppiggybackメッセー
ジコマンドを使用します。ピギーバックメッセージを無効にするには、このコマンドのno形
式を使用します。

mgcppiggybackメッセージ
いいえmgcppiggybackメッセージ

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト ピギーバックメッセージが有効になっています

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン ネットワークゲートウェイがピジーバックメッセージを処理できない場合、このコマンドの

no形式を使用してピジーバックメッセージを無効にし、MediaGatewayControl Protocol (MGCP)
1.0、Network-Based CallSignaling (NCS)、およびトランキングゲートウェイコントロールプロ
トコル (TGCP)を有効にします。ピギーバックメッセージングはSimpleGatewayControl Protocol
(SGCP)およびMGCP 0.1では利用できません。

ピジーバックメッセージという用語は、ゲートウェイまたはコールエージェントが同じ User
Datagram Protocol (UDP)パケットで複数のMGCPメッセージを送信する状況を指します。受
信者は個別にメッセージを受信した順番に処理します。しかし、メッセージを再送する必要が

ある場合は、データグラム全体が再送されます。受信者は、メッセージを整理し、どのメッ

セージが処理または承認されたかを追跡できる必要があります。

ピギーバックは、メッセージの再送信中に、以前に確認応答されなかったメッセージをコール

エージェントに送信するために使用されます。これにより、コールエージェントが受信する

イベントの順序が維持され、RestartInProgress (RSIP)メッセージが常に最初にコールエージェ
ントによって受信されるようになります。

例 次の例では、ピギーバックメッセージを無効にします。

Router(config)# no mgcp piggyback message
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関連コマンド 説明コマンド

開始し、MGCPデーモンにリソースを割り当てます。mgcp
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mgcp playout
MGCP制御接続に対して試行されるジッターバッファパケットサイズを調整するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードでmgcpplayoutコマンドを使用します。既定の設定に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

mgcpplayout {アダプティブinit-millisecondsmin-milliseconds最大ミリ秒 |ファクスミリ秒 | fixed
ミリ秒[タイムスタンプなし]}
いいえmgcpplayout {adaptive | fax | fixed}

構文の説明 ジッターバッファパケットサイズの

範囲をミリ秒 (ms)で設定します。各
値の範囲は 4から250です。 init-ミリ
秒は最小-ミリ秒および最大値-ミリ秒
の間でなければなりません。デフォル

ト: 60 4 200。

adaptiveinit-millisecondsmin-millisecondsmax-milliseconds

FAXプレイアウトバッファサイズの値
を設定します。範囲: 1～70。デフォル
ト: 300。

（注）

範囲とデフォルト値はプラットフォー

ムによって異なる場合があります。

この値を設定する前に、プラット

フォームのDSP(デジタルシグナルプ
ロセッサ)の仕様を確認してくださ
い。

ファックスミリ秒

ジッターバッファパケットサイズの

固定サイズをミリ秒単位で設定しま

す。範囲: 4から1000。既定値はありま
せん。

固定ミリ秒

(オプション)タイムスタンプなしで、
一定の遅延でジッターバッファを固定

します。

no-timestamps

コマンドデフォルト MGCPジッター再生遅延バッファが無効になっています。

コマンドモード
グローバル設定 (config)
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コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.1(1)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco2600シリーズ、Cisco
3660、Cisco uBR924

12.1(3)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(11)T

このコマンドは変更されました。 faxキーワードが追加されました。12.2(13)T

このコマンドは変更されました。no-timestampsキーワードが追加され、固定範囲
の値が 250から 1000に増加しました。

15.1(1.8)T

例 次に、ジッターバッファの初期再生を 100 ms、最小バッファサイズ 50 ms、最大バッ
ファサイズ 150 msに設定する例を示します。

Router(config)# mgcp playout adaptive 100 50 150

次の例では、ファックスプレイアウトバッファサイズを 200 msに設定します。

Router(config)# mgcp playout fax 200

次の例では、ジッターバッファを 120 msの固定再生に設定します。

Router(config)# mgcp playout fixed 120

次の例では、ジッターバッファをタイムスタンプなしの 65 ms遅延の固定再生に設定
します。

Router(config)# mgcp playout fixed 65 no-timestamps

関連コマンド 説明コマンド

MGCPデーモンを開始します。mgcp

DSPのプレイアウトバッファを調整して、WANのスイッチによって引き起
こされるパケットジッターに対応します。

再生遅延

DSPのジッターバッファからの再生遅延に対して、固定モードまたは適応
モードを選択します。

再生遅延モー

ド
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mgcp profile
メディアゲートウェイコントロールプロトコル (MGCP)プロファイルを作成して 1つまたは
複数のMGCPエンドポイントに関連付ける、またはデフォルトのMGCPプロファイルを構成
するには、mgcpプロファイルコマンドを使用しますグローバル設定モードで。プロファイル
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mgcpプロファイル {プロファイル名 |デフォルト}
いいえmgcpプロファイル {プロファイル名 |デフォルト}

構文の説明 設定するユーザ定義プロファイルの識別名です。名前の長さは最大で 32文
字です。

プロファイル

名

既定のプロファイルを構成する必要があります。デフォルト

コマンドデフォルト このコマンドが使用されない場合、MGCPプロファイルは作成されません。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

設定可能なMGCPプロファイルの最大数が 13 (12プラス 1デフォルト)から 29
(28プラス 1デフォルト)に増加しました。

12.4(24)T3

使用上のガイドライン MGCPプロファイルは、メディアゲートウェイ上のエンドポイントのサブセットです。 1つ
のゲートウェイで複数のMGCPプロファイルを同時に設定できます。 Cisco IOS Release
12.2(24)T3より前のリリースでは、MGCPプロファイルの最大数は 13でした (12プラスデフォ
ルト 1)。 Cisco IOS Release 12.2(24)T3以降、MGCPプロファイルの最大数は 29です (28 +デ
フォルト 1)。 voice-portコマンドをMGCPプロファイル設定モードで使用すると、エンドポイ
ントをプロファイルに関連付けます。

MGCPパラメータには、グローバルとプロファイル関連の2種類があります。MGCPプロファ
イルコンフィギュレーションモードで設定されるパラメータは、プロファイル関連のパラメー

タです。ただし、エンドポイントはMGCPプロファイルに属している必要はありません。エ
ンドポイントがどのMGCPプロファイルにも関連付けられていない場合、プロファイル関連
のMGCPパラメータの値は、デフォルトのプロファイルによって提供されます。デフォルト
プロファイルのすべてのパラメータにはデフォルト値がありますが、プロファイル名の代わり

に defaultキーワードを使用するだけで、MGCPプロファイルが設定されるのと同じ方法で設
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定することもできます。デフォルトプロファイルとユーザ定義プロファイルの主な違いは、デ

フォルトプロファイルには音声ポートまたはコールエージェントの関連付けがないことです

が、ユーザ定義のプロファイルでは必須です。デフォルトのプロファイルを設定する際、

call-agentコマンドや voice-portコマンドを使用しないでください。

このコマンドは、メディアゲートウェイ上のエンドポイントまたは一連のエンドポイントの

MGCPプロファイルを作成するMGCPプロファイルコンフィギュレーションモードを開始し
ます。そして、そのプロファイルまたはデフォルトプロファイルのパラメータを設定します。

例 次の例は、newyorkという名前のMGCPプロファイルの定義を示しています。

Router(config)# mgcp profile newyork

Router(config-mgcp-profile)# call-agent 10.14.2.200 4000 service-type mgcp version 1.0
Router(config-mgcp-profile)# voice-port 0:1
Router(config-mgcp-profile)# package persistent mt-package
Router(config-mgcp-profile)# timeout tsmax 100
Router(config-mgcp-profile)# timeout tdinit 30
Router(config-mgcp-profile)# timeout tcrit 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tpar 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout thist 60
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone mwi 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone ringback 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone ringback connection 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone network congestion 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone busy 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone dial 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone dial stutter 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone ringing 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone ringing distinctive 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone reorder 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone cot1 600
Router(config-mgcp-profile)# timeout tone cot2 600
Router(config-mgcp-profile)# max1 retries 10
Router(config-mgcp-profile)# no max2 lookup
Router(config-mgcp-profile)# max2 retries 10
Router(config-mgcp-profile)# exit

関連コマンド 説明コマンド

MGCPプロファイルのコールエージェントを定義します。コールエージェン

ト

開始し、MGCPデーモンにリソースを割り当てます。mgcp

音声ポート設定モードを開始します。voice-port
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mgcp quality-threshold
ジッターバッファサイズしきい値、遅延しきい値、パケット損失しきい値のパラメータを設

定するには、mgcpquality-thresholdコマンドをグローバル設定モードに入力します。既定の設
定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mgcp品質しきい値 {hwm-セル損失値 | hwm-jitter-buffer値 | hwm-latency値 | hwm-packet-loss値
| lwm-cell-loss値 | lwm-jitter-buffer値 | lwm-latency値 | lwm-packet-loss値}
いいえmgcp品質しきい値 {hwm-セル損失値 | hwm-jitter-buffer値 | hwm-latency値 |
hwm-packet-loss値 | lwm-cell-loss値 | lwm-jitter-buffer値 | lwm-latency値 | lwm-packet-loss値}

構文の説明 最高水準点セル損失カウント (ATMパッケージが有効な場合)。値の
範囲は 5000～ 25000です。デフォルトは 10000です。

hwm-cell-lossvalue

最高水準点ジッターバッファサイズ (ミリ秒単位)。値の範囲は 100
～ 200です。デフォルトは 150です。

hwm-jitter-buffervalue

ハイウォーターマークレイテンシ値 (ミリ秒単位)。値の範囲は 250
～ 400です。デフォルトは 300です。

hwm-latencyvalue

ハイウォーターマークパケット損失値 (ミリ秒単位)。範囲は 5000か
ら 25,000です。デフォルトは 10000です。

hwm-packet-lossvalue

低水準セル損失カウント、ATMパッケージが有効な場合。値の範囲
は 1～ 3000です。デフォルトは 1000です。

lwm-cell-lossvalue

低水位標ジッターバッファーサイズ (ミリ秒単位)。値の範囲は 4～
60です。デフォルトは 30です。

lwm-ジッタ-バッファ
値

最低水準点レイテンシ値 (ミリ秒単位)。値の範囲は 125～ 200です。
デフォルトは 150です。

lwm-遅延値

低水準パケット損失値 (ミリ秒単位)。値の範囲は 1～ 3000です。デ
フォルトは 1000です。

lwm-packet-lossvalue

コマンドデフォルト 最高水位標のセル損失数: 10000セル最高水位標のジッターバッファサイズ: 150ms最高水位標
遅延の値: 300 ms最高水位標のパケット損失値: 10000 ms最低水位標のセル損失数:1000セル最
低水位標のジッターバッファサイズ:30 ms最低水位標の遅延値: 150 ms最低水位標のパケット
損失値:1000 ms

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

デフォルトは 100ミリ秒に変更されました。11.3(3)T
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変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に実装されました。12.1(1)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました: Cisco 2600シリーズ、
Cisco 3660、Cisco uBR924

12.1(3)T

このコマンドが Cisco MC3810に実装されました。 The hwm-cell-loss and
lwm-cell-losskeywords were added.

12.1(5)XM

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(2)Tに統合されました。12.2(2)T

このコマンドが Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン 以下は、音声コールの品質に影響を与えます。

• Cell損失(送信中に失われた ATMセルの数)

•ジッタバッファ(ネットワークから受信し、デコードと再生を待機しているアクティブな
通話音声パケットを含むストレージ領域)

•遅延 (パケット送受信のネットワーク遅延)

• Packetloss (特定の通話で100,000パケットあたりの損失したパケット数)

良好な音声品質を得るためには、システムのパフォーマンスがローウォーターマーク値以下で

ある必要があります。値が高くなるにつれて、音声品質が劣化します。値が最高水準点レベ

ルを超えると、システムはレポートを生成します。最高水準点と最低水準点の値を十分に設定

して、低いパフォーマンスについてのレポートを受け取るようにします。ただし、フィード

バックが多すぎるほど近づけすぎないようにしてください。

各パラメータを個別のコマンドとして入力します。

例 次の例では、さまざまなキーワードに新しい値を設定します。

Router(config)# mgcp quality-threshold hwm-jitter-buffer 100
Router(config)# mgcp quality-threshold hwm-latency 250
Router(config)# mgcp quality-threshold hwm-packet-loss 5000

関連コマンド 説明コマンド

MGCPデーモンを開始します。mgcp

ゲートウェイ上で様々なパッケージをアクティベートします。mgcppackage-capability

ジッタバッファのパケットサイズを調整します。mgcpplayout
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mgcp quarantine mode
Media Gateway Control Protocol (MGCP)隔離イベントのモードを設定するには、
mgcpquarantinemodeコマンドをグローバル設定モードで使用します。既定の設定に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

mgcpquarantineモード[discard | process][ループ |ステップ]
いいえmgcpquarantineモード

構文の説明 隔離イベントの処理の代わりに破棄することを有効にするコマンドです。監視イベ

ントは、コールエージェントがイベントを受信する準備ができている場合でも、コー

ルエージェントにレポートされません。

discard

隔離されたイベントに対して、ステップバイステップの代わりにループモードを有

効にします。 Callエージェントから要求を受信した後、ゲートウェイは後続の要求
を待たずに、観察されたイベントを複数回 Callエージェントに報告します。

ループ

隔離イベントの破棄の代わりに処理することを有効にするコマンドです。監視イベ

ントは、コールエージェントがイベントを受信する準備ができたときに、コールエー

ジェントにレポートされます。

プロセ

ス

隔離されたイベントに対して、ルーピングの代わりにステップモードを有効にしま

す。ゲートウェイはCallエージェントから要求を受信すると、監視されたイベント
を、各要求に対して 1つずつ、Callエージェントにレポートします。

ステッ

プ

コマンドデフォルト イベントが指定されていない場合、デフォルトは stepです。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(5)XM

このコマンドがCisco IOS Release 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200に実装されまし
た。

12.2(2)T

このコマンドは、MGCPをサポートするように変更されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン 隔離イベントは、MGCP NotificationRequestコマンドの到着前にゲートウェイによって検出さ
れたが、まだコールエージェントに通知されていないイベントとして定義されます。それら

は、ゲートウェイがこの要求に応じて 1つの通知 (ステップバイステップ)または複数の通知
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(ループ)のいずれかを生成することが期待されるMGCP NotificationRequestコマンドを受信す
るまで、themgcpquarantinemodeコマンドの設定に基づいて、隔離バッファに保持されます。

このコマンドは、MGCPアプリケーションの下で動作するSGCP実装との下位互換性をサポー
トします。SGCPには、コールエージェントが検疫モードをコントロールするための方法があ
りません。MGCPにはこの機能があります。

ゲートウェイが通知状態にあるとき、桁間タイマー (Tcrit)は開始されません。

ゲートウェイが失敗した NotificationRequestを受信すると、現在の RequestEventListと
SignalEventListは空になります。また、ObservedEventListと隔離バッファも空になります。

隔離モードへの変更は、ゲートウェイがリブートされるか、またはMGCPアプリケーション
が再起動された場合にのみ有効になります。

例 次の例では、MGCPアプリケーションを開始します。

Router(config)# mgcp

次の例では、MGCPアプリケーションを停止します。

Router(config)# no mgcp

次の例では、隔離イベントの処理をオンにし、監視イベントをコールエージェントに

送信します。

Router(config)# mgcp quarantine mode process

次の例では、隔離イベントの処理をオフにします:

Router(config)# no mgcp quarantine mode discard

次の例では、監視イベントをループモードのコールエージェントに送信します。

Router(config)# mgcp quarantine mode process loop

関連コマンド 説明コマンド

開始し、MGCPデーモンにリソースを割り当てます。mgcp

隔離バッファ中の持続的な呼び出しイベントの処理を

無効にする。

mgcpquarantinepersistent-eventdisable
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mgcp quarantine persistent-event disable
Media Gateway Control Protocol (MGCP)隔離バッファ中の持続的な通話イベントの処理を無効
にするには、グローバル設定モードで mgcpquarantinepersistent-eventsdisableコマンドを使用
します。既定の状態にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

mgcpquarantine持続イベント無効にする
いいえmgcpquarantinepersistent-event無効にする

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 永続的なイベントはイベントバッファーに保持されます。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(5)XM

このコマンドがCisco IOS Release 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200に実装されまし
た。

12.2(2)T

このコマンドは、MGCPをサポートするように変更されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、イベントを隔離保持するのではなく、永続的なイベントの報告を即座にコー

ルエージェントに可能にします。永続的なイベントは、コールエージェントが明示的にイベ

ントの発生の通知を要求しているかどうかにかかわらず、レポート可能として定義されたイベ

ントです。隔離とは、ゲートウェイがイベントを監視することを意味しますが、コールエー

ジェントが通知を受け取る準備ができたことを示すまで、コールエージェントには報告しませ

ん。デフォルトでは、永続的イベントを含むすべてのイベントは、ゲートウェイが通知状態で

あっても、検出されると隔離されます。 mgcpquarantinepersistent-eventdisableコマンドが設
定されている場合、永続的イベントはMGCP通知コマンドにより即座にコールエージェントに
報告されます。

例 次の例では、永続イベントの隔離バッファ処理を無効にします。

Router(config)# mgcp quarantine persistent-event disable
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関連コマンド 説明コマンド

開始し、MGCPデーモンにリソースを割り当てます。mgcp

MGCPイベント検疫バッファ処理モードを設定します。mgcpquarantinemode
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mgcp request retries
このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tで追加されました。 Cisco IOS Release 12.2(2)XAお
よび Cisco IOS Release 12.2(4)T以降、このコマンドはサポートされなくなりました。これは
max1retriesおよび max2retriesコマンドに置き換えられました。

mgcp persistent through mmoip aaa send-id secondary
17

mgcp persistent through mmoip aaa send-id secondary
mgcp request retries



Mgcp要求のタイムアウト
MediaGatewayControl Protocol（MGCP）ゲートウェイがリクエストの再送信前に呼び出しエー
ジェントの応答を待つ時間を指定するには、グローバル設定モードで mgcprequesttimeoutコ
マンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mgcprequestタイムアウト {タイムアウト値 |最大maxtimeout-value}
いいえmgcprequestタイムアウト[最大]

構文の説明 要求に対する応答を待つ時間 (ミリ秒)。値の範囲は 1～ 10000です。デ
フォルトは 500です。

timeout-value

最大タイムアウト (ミリ秒単位)。デフォルトは 4000です。maxmaxtimeout-value

コマンドデフォルト タイムアウト値: 500ミリ秒、最大タイムアウト値: 4000ミリ秒

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.1(1)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました: Cisco 2600シリーズ、
Cisco 3660、Cisco uBR924

12.1(3)T

このコマンドが Cisco MC3810に実装されました。12.1(5)XM

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200シリーズに実装
されました。

12.2(2)T

maxキーワードがこのコマンドに追加されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合され、Cisco uBR925に実装され
ました。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン 要求タイムアウト値は、MGCPゲートウェイがメッセージを再送信する前に、通話エージェン
トからの応答を待機する初期の時間を設定します。間隔は再送信ごとに 2倍になります。リ
クエストタイムアウトの最大値では、タイムアウト間隔の上限を設定します。

例 次に、最初の要求に対する応答を40ミリ秒待つようにルーターを設定し、再送信前の
以降の間隔の最大値を 10,000ミリ秒 (10秒)に制限する例を示します。
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Router(config)# mgcp request timeout 40
Router(config)# mgcp request timeout max 10000

関連コマンド 説明コマンド

MGCPプロセスを開始します。mgcp

Mgcpコマンドの送信を再試行する回数を指定します。mgcprequestretries
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mgcp restart-delay
再起動中 (RSIP)のグレースフルティアダウンで送信される遅延の値を選択するには、グロー
バル設定モードでmgcp再起動-遅延コマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

mgcprestart-delay値
いいえmgcp再起動遅延

構文の説明 秒単位の再起動遅延値です。範囲は 0～ 600です。デフォルトは 0です。値

コマンドデフォルト 0秒

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.1(1)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました: Cisco 2600シリーズ、
Cisco 3660、Cisco uBR924

12.1(3)T

このコマンドが Cisco MC3810に導入されました。12.1(5)XM

このコマンドがCisco IOS Release 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200シリーズに実装
されました。

12.2(2)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、ゲートウェイの接続が切断されることになったことを示すRSIPメッ
セージを送信します。

例 次の例では、再起動の遅延を 30秒に設定します。

Router(config)# mgcp restart-delay 30

関連コマンド 説明コマンド

MGCPデーモンを開始します。mgcp

再起動後のMGCPの最大待機遅延時間を指定します。mgcpmax-waiting-delay
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Mgcp rtpペイロードタイプ
Media Gateway Control Protocol (MGCP)ネットワークでの後方互換性のために適切な Real-time
Transport Protocol (RTP)ペイロードタイプの使用を指定するには、mgcprtppayload-typeコマン
ドをグローバル設定モードで使用できます。ペイロードタイプをデフォルト値に戻すには、こ

のコマンドの no形式を使用します。

FAXおよびモデムのコーデック
mgcprtpペイロードタイプ {cisco-codec-fax-ack | cisco-codec-fax-ind | cisco-pcm-switch-over-alaw127
| cisco-pcm-switch-over-ulaw126}
いいえmgcprtpペイロードタイプ {cisco-codec-fax-ack | cisco-codec-fax-ind |
cisco-pcm-switch-over-alaw127 | cisco-pcm-switch-over-ulaw126}

名前付きシグナリングおよびテレフォニーイベント

mgcpRTPペイロードタイプ {nse | nte}number

いいえmgcprtpペイロードタイプ {nse | nte}

音声コーデック

mgcprtpペイロードタイプ {clear-channel | g726r16 | g726r24}静的
いいえmgcprtppayload-type {クリアチャネル | g726r16 | g726r24}

構文の説明 Ciscoコーデック FAX応答のペイロードタイプです。cisco-codec-fax-ack

Ciscoコーデック FAX表示のペイロードタイプです。cisco-codec-fax-ind

G.711a-lawコーデックへのアップスピードのためのペイロード
タイプ。

cisco-pcm-switch-over-alaw127

G.711mu-lawコーデックへのアップスピードのためのペイロー
ドタイプ。

cisco-pcm-switch-over-ulaw126

名前付きシグナリングイベント (NSE)のペイロードタイプ。nse

名前付きテレフォニーイベント (NTE)のペイロードタイプで
す。

nte

Payload-typeの値を示します。 NSEおよび NTEペイロードの
有効範囲は 96から 127です。 NSEのデフォルトは 100です。
NTEのデフォルトは 99です。

number

クリアチャネルコーデックのペイロードタイプ。clear-channel

G.726コーデックのペイロードタイプ (ビットレート 16 kbps)g726r16

G.726コーデックのペイロードタイプ (ビットレートは24 kbps
です)

g726r24
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静的ペイロードタイプ。静的

コマンドデフォルト FAXおよびモデムコーデック:静的RTPペイロードタイプ音声コーデック:動的RTPペイロー
ド範囲は96から127です (NSEのデフォルトは100、NTEのデフォルトは99です)

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました: Cisco AS5300、Cisco
AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5400HPX、および Cisco AS5850。

12.2(11)T

nse and nteという名前付きシグナリングおよびテレフォニーイベントキーワード
が追加されました。

12.4(6)T

cisco-codec-fax-ackおよび cisco-codec-fax-indキーワードが追加されました。12.4(15)T5

cisco-codec-fax-ackおよび cisco-codec-fax-indキーワードが追加されました。12.4(18a)

cisco-codec-fax-ackおよび cisco-codec-fax-indキーワードが追加されました。12.4(13f)

使用上のガイドライン Cisco IOS Release 12.2(11)Tでは、以前の Cisco IOSイメージとは異なる、MGCP VoIPコール用
のRTPペイロードタイプのネゴシエーションが導入されました。異なるCisco IOSイメージを
使用するゲートウェイ間の相互運用性を確保するには、これらのガイドラインに従ってくださ

い。

•ファックスおよびモデムコーデックの場合 --発信側または終端側のMGCPゲートウェイ
がCisco IOSRelease 12.2(11)T以降のリリースを実行しており、もう一方のゲートウェイが
Cisco IOS Release 12.2(11)Tより前のリリースを実行している場合、後のリリースでは、
ゲートウェイで mgcp rtp payload-typeコマンドを実行する必要があります。

•音声コーデック --クリアチャネル、G.726R16、またはG.726R24コーデックを使用してお
り、発信側または終端側のMGCPゲートウェイでCisco IOSRelease 12.2(11)T以降のリリー
スが実行されており、もう一方のゲートウェイが Cisco IOS Release 12.2(11)Tより前のリ
リースを実行している場合は、 mgcprtppayload-typeコマンドを使用します。

発信ゲートウェイと着信ゲートウェイの両方が Cisco IOS Release 12.2(11)T以降のリリースを
使用している場合、このコマンドは必要ありません。

cisco-codec-fax-ackおよびcisco-codec-fax-indキーワードは、Cisco FAXリレー機能のデフォルト
の動的ペイロードタイプを別の動的ペイロードタイプに変更するために使用されます。

NSEと NTEは、同じ値を使用するように構成することはできません。同じ値が入力される
と、コマンドパーサーによってエラーメッセージが生成されます。

（注）
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例 次の例では、他のゲートウェイがリリース12.2(11)Tより前のCisco IOSソフトウェアを
実行しているMGCPネットワークで、mu-lawパルスコード変調(PCM)通話のための
ファックスとモデム通話に動的RTPペイロードタイプを使用することを指定していま
す:

Router# mgcp rtp payload-type cisco-pcm-switch-over-ulaw 126

次の例では、他のゲートウェイがRelease 12.2(11)Tより前のCisco IOSソフトウェアの
リリースを実行しているMGCPネットワークで、G.726R16コーデックの静的 RTPペ
イロードタイプを指定しています。

Router# mgcp rtp payload-type g726r16 static

次の例では、NSEイベントに RTPペイロード 104、NTEイベントにペイロード 108を
使用するようにゲートウェイを設定します。これらのペイロードタイプは、ゲート

ウェイがセッション定義プロトコル (SDP)経由で機能を通知する場合に使用されます。
ゲートウェイが SDPを受信している場合、リモート SDPで設定されたペイロードタ
イプが代わりに使用されます。

Router# mgcp rtp payload-type nse 104

Router# mgcp rtp payload-type nte 108

関連コマンド 説明コマンド

デフォルトのコーデックタイプとそのオプションのパケット化期間の値を選

択します。

mgcpコーデッ
ク
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mgcp rtp unreachable timeout
到達不能なリモートVoIPエンドポイントの検出を有効にするには、mgcprtpunreachabletimeout
コマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで選択します。検出を無効にするには、

このコマンドの no形式を使用します。

mgcprtpunreachableタイムアウトtimer-value

いいえmgcprtp到達できませんタイムアウト

構文の説明 到達不能なエンドポイントからの音声パケットをシステムが待機する時間 (ミリ
秒)。範囲は 500～ 10000です。

タイマー-
値

コマンドデフォルト 検出が無効になっています。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン

このコマンドにより、以前は非表示だったmgcprtpicmptimeoutコマンドが置き換えられます。（注）

このコマンドは、リモートエンドポイントが利用できなくなったときに、通話が開かれたまま

になるのを防ぐのに役立ちます。

たとえば、ある IP電話がゲートウェイを経由して別の IP電話に発信するとします。コールの
間、コールエージェントがダウンし、リモート IP電話が電話を切ります。通常、コールエー
ジェントはゲートウェイにコールを切断するよう指示します。この場合、ゲートウェイはコー

ルをアクティブとして扱い、リモート IP電話にさらに音声パケットを送信します。リモート
IP電話は、インターネット制御メッセージプロトコル (ICMP)ポート到達不能メッセージをゲー
トウェイに返します。 mgcprtpunreachabletimeoutコマンドが有効になっている場合、ゲート
ウェイは通話を切断します。コマンドが無効になっている場合、通話は開いたままになりま

す。

timer-value引数は、通話を切断する前に待機する時間をゲートウェイに指示します。 ICMP到
達不能メッセージを受信した後、ゲートウェイはタイマーを開始します。ゲートウェイがタイ

マー値の期間の終わりまでに音声パケットを受信しない場合、ゲートウェイはコールを切断し

ます。タイマー値の期間が終了する前に音声パケットが着信した場合、ゲートウェイはタイ

マーをリセットし、コールをアクティブ状態のままにします。
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例 次の例では、Real-Time Transport Protocol (RTP)到達不能タイマーを 1500 msに設定し
ます。

Router(config)# mgcp rtp unreachable timeout 1500

関連コマンド 説明コマンド

MGCPデーモンを開始します。mgcp

RTPストリームホスト検出を設定します。mgcpタイ
マー
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mgcp rtrcac
VoIPをサポートするMGCPゲートウェイ上でMedia Control Gateway Protocol (MGCP) Service
Assurance (SA) Agent Call Admission Control (CAC)を有効にするには、 mgcprtrcacコマンドを
グローバルコンフィギュレーションモードで使用します。ゲートウェイでの SAエージェン
トの確認を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mgcprtrcac
いいえmgcprtrcac

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。12.2(8)T

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco AS5350、Cisco
AS5400、Cisco AS5850、および Cisco AS5850。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このcommandを使用して、MGCPゲートウェイ上のMGCP SAエージェント CACを開始また
は無効にします。

例 次の例では、MGCP SAエージェント CACを有効にします。

Router(config)# mgcp rtrcac

関連コマンド 説明コマンド

ネットワークが混雑した場合に、コール要求が代替ダイヤルピアにフォール

バックできるようにします。

callfallbackactive

開始し、MGCPデーモンにリソースを割り当てます。mgcp

SAエージェントレスポンダー機能を有効にします。rtrresponder
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mgcp sched-time
Media Gateway Control Protocol (MGCP)のスケジュールされたタイマーの値を設定するには、
グローバル設定モードで mgcpsched-timeコマンドを使用します。設定を無効にするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

mgcpsched-timeミリ秒
いいえmgcpsched-time

構文の説明 スケジュールタイマー値 (ミリ秒単位)。値の範囲は 12～ 40です。ミリ

秒

コマンドデフォルト MGCPのスケジュールされたタイマーの値が設定されていません。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco IOSRelease 15.0(1)Mより前のリリースで導入されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン mgcpsched-timeコマンドは、MGCPプロセスが下位のプロセスまたは同じ優先順位のプロセ
スに譲る前に実行する指定時間を設定するために使用されます。スケジュールタイマーの値

は、12から40 msでなければなりません。これはそれぞれ、プロセスを実行できる最小および
最大時間です。これにより、MGCPプロセスが頻繁に中断しないようにします。

例 次の例は、MGCPのスケジュールされたタイマー値を設定する方法を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# mgcp sched-time 15

関連コマンド 説明コマンド

MGCPパラメータの値を表示します。showmgcp
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mgcp sdp
Media Gateway Control Protocol (MGCP)でのセッション定義プロトコル (SDP)操作のパラメー
タを指定するには、 mgcpsdpコマンドを使用します。グローバル設定モードで。パラメータ
を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mgcpsdp {記法ドットなし | simple | xpc-codec}
いいえmgcpsdp {記法ドットなし | simple | xpc-codec}

構文の説明 SDPのコーデック文字列に対して、ドットなしの SDP表記を有効にします。記法非点

字

MGCPのシンプルモードの SDP動作を有効にします。シンプル

X-pc-codecフィールドの初期生成を有効にします。このフィールドは、
Network-Based CallSignaling (NCS)の SDPおよびトランキングゲートウェイコン
トロールプロトコル (TGCP)でのコーデックネゴシエーション中に使用されま
す。

xpc-codec

コマンドデフォルト notationundotted: disabledsimple:disabledxpc-codec:disabled

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(3)T

表記法、未点線化およびxpc-コーデックキーワードが追加されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco 7200に実装されました。12.2(2)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドにより、コールエージェントの要件を満たすために SDPフィールドを構成する
ことができます。

ドットなし表記キーワードは G.726-16および G.729コーデック用です。コーデック文字列の
G.726-16および G.729はドット表記です。コーデックの表記形式は、次の優先順位で動的に
選択されます。

1. SDPで使用されるコールエージェントからのMGCPパケットの表記。

2. コールエージェントからのMGCPパケットのローカル接続オプションの 'a:'パラメータで
使用される表記。
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3. 'mgcp sdp notation undotted'コマンドによって設定される表記。

simpleキーワードが有効になっていると、ゲートウェイは次の SDPフィールドを生成しませ
ん: o (オリジンとセッション識別子)、s (セッション名)、t (セッションの開始時刻と終了時刻)。
特定のコールエージェントでは、ネットワーク経由でデータを送信するために、この変更され

た SDPが必要です。

xpc-codecキーワードは、TGCPおよび NCS内で、コーデックネゴシエーションの SDPで新
しいフィールド(X-pc-codec)を定義します。非パケットケーブルSDPとの下位互換性を保つた
めに、X-pc-codecフィールドの最初の生成はデフォルトで抑制されます。しかし、受信した
SDPにこのフィールドが含まれる場合、コーデックネゴシエーションを継続するために、
X-pc-codecフィールドが読み取られ、生成されます。

例 次の例では、SDPにシンプルモードを設定します。

Router(config)# mgcp sdp simple

関連コマンド 説明コマンド

MGCPデーモンを開始します。mgcp
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mgcp sgcp disconnect notify
Simple Gateway Control Protocol (SGCP)バージョン 1.5ネットワークにおいて、手順の切断後に
強化されたエンドポイント同期を有効にするには、mgcpsgcpdisconnectnotifyコマンドをグロー
バル設定モードで使用できます。この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用
します。

mgcpsgcp切断notify
いいえmgcpsgcp切断notify

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、切断手順を経るエンドポイントに強化されたメッセージング機能を提供する

ために、SGCPバージョン 1.5で使用されます。メディアコントロールゲートウェイプロト
コル (MGCP)を実行しているゲートウェイまたは SGCPの他のバージョンには適用されませ
ん。

通話エージェントが一時的にオフラインになっている、またはネットワークの障害が原因で、

SGCPエンドポイントが通話エージェントとの通信を失う可能性があります。エンドポイント
が通話エージェントとの通信を失ったことをゲートウェイが認識すると、ゲートウェイはコン

タクトの復元を試みます。切断タイマーが切れる前にコンタクトが確立されなかった場合、切

断処理が開始されます。

切断の手順では、エンドポイントが再起動進行中 (RSIP)メッセージをコールエージェントに
送信し、エンドポイントが切断され、現在接続を再確立しようとしていることを示します。

mgcpsgcpdisconnectnotifyコマンドがゲートウェイで設定されている場合、切断された特別な
RSIPメッセージが送信されます。連絡が再確立されると、通話エージェントは、次のように
定義される追加の I、ES、および RMパラメータで監査エンドポイント (AUEP)コマンドを使
用して、エンドポイントを監査することを決定する場合があります。

• I --エンドポイント上の現在の接続に対する接続識別子のリスト

• ES --エンドポイントのイベント状態 (オフフックまたはオンフック)

• RM --最後の RSIPのリスタートメソッド理由 (順次的、強制、再起動、または切断)
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通話エージェントとのエンドポイント同期は、切断された RSIPメッセージの交換とエンドポ
イント監査によって実現されます。

例 次の例では、SGCPエンドポイントとコールエージェントの間の切断されたRSIPメッ
セージングを有効にします。

Router(config)# mgcp sgcp disconnect notify

関連コマンド 説明コマンド

MGCPアプリケーションが SGCPタイプの RSIPメッセージを処理でき
るようにします。

mgcpsgcprestartnotify

MGCPおよび SGCPパラメータの情報を表示します。show mgcp
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Mgcp sgcp再起動通知
MediaGatewayControl Protocol (MGCP)アプリケーションをトリガーしてSimpleGatewayControl
Protocol (SGCP)タイプの再起動中 (RSIP)メッセージを処理するには、mgcpsgcprestartnotifyコ
マンドをグローバル設定モードで使用します。トリガーをキャンセルするには、このコマンド

の no形式を使用します。

mgcpsgcp再起動notify
いいえmgcpsgcp再起動通知する

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト プロトコルタイプが SGCPとして設定されている場合、SGCPは RSIPメッセージを送信しま
せん。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに追加されました。12.1(3)T

このコマンドがMGCP用に変更され、Cisco MC3810に実装されました。12.1(5)XM

このコマンドがCisco IOS Release 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200シリーズに実装
されました。

12.2(2)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されました。12.2(13)T

使用上のガイドライン このコマンドは、RSIPメッセージをルーターから SGCP Call Agentに送信するために使用され
ます。 RSIPメッセージは、T1コントローラが起動しているかダウンしているかを示し、Call
Agentがルーターと同期できるようにするために使用されます。また、mgcpコマンドが入力
されると、RSIPメッセージが送信され、これによりMGCPデーモンが有効になります。

例 次の例では、T1コントローラの状態が変化したときに、システムがRSIP通知をSGCP
callエージェントに送信することを指定しています。

Router(config)# mgcp sgcp restart notify

関連コマンド 説明コマンド

MGCPデーモンを開始します。mgcp
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mgcp src-cac
VoIPをサポートするMedia Gateway Control Protocol (MGCP)ゲートウェイでシステムリソース
チェック (SRC)通話受付管理 (CAC)を有効にするには、mgcpsrc-cacコマンドをグローバル設
定モードで使用します。ゲートウェイのシステムリソースチェックを無効にするには、このコ

マンドの no形式を使用します。

mgcpsrc-cac
いいえmgcpsrc-cac

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト システムリソース確認が無効になっています。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。12.2(8)T

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco AS5350、Cisco
AS5400、Cisco AS5850、および Cisco AS5850。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドが入力されると、CPU使用率、メモリ使用率、および最大コール数のすべてのシ
ステムリソースチェックが、コールエージェントから受信したすべてのコール設定または変

更要求に対して実行されます。

例 次の例では、MGCP VoIP SRC CACを有効にします。

Router(config)# mgcp src-cac

関連コマンド 説明コマンド

SRC CACパラメータのしきい値を設定します。callthresholdglobal

開始し、MGCPデーモンにリソースを割り当てます。mgcp
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mgcp timer
ゲートウェイが RTP (Real-Time Transport Protocol)ストリームホストを検出する方法を設定す
るには、グローバル設定モードでmgcptimerコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

mgcptimer {receive-rtcptimer | net-cont-testtimer | nse-responset38timer | toh-timetimer}
いいえmgcptimer {receive-rtcp | net-cont-test | toh-time}

構文の説明 RTCPレポート送信間隔の倍数で、単位はミリ秒です。値の範囲は 1～
100です。デフォルトは 5です。

receive-rtcptimer

VoIPおよび VoATMアダプテーションレイヤー 2 (VoAAL2)呼び出しの
連続性テストタイムアウト間隔 (ミリ秒単位)。範囲は 100～ 3000です。
デフォルトは 200です。

（注）

このキーワードは、以前は rtp-nseと呼ばれていました。

net-cont-testtimer

ピアゲートウェイからの T.38名前付きシグナリングイベント (NSE)応答
を待機するタイムアウト期間はミリ秒単位です。範囲は 100～ 3000で
す。デフォルトは 200です。

nse-responset38timer

3回のビープ音のグループ間の無音状態の長さを指定するため、保留音
はミリ秒単位です。範囲は 1～ 65500です。デフォルトは 10です。

toh-timeタイマー

コマンドデフォルト receive-rtcptimer: 5 msnet-cont-testtimer: 200 ms nse-responset38timer: 200 ms toh-timetimer: 10 ms

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco AS5300の Simple Gateway Control Protocol (SGCP)に導入さ
れました。

12.0(5)T

このコマンドが CiscoMC3810および Cisco 3600シリーズ (Cisco 3620を除く)に実
装されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Media Gateway Control Protocol (MGCP)をサポートするように変
更されました。 rtp-nseキーワードは、機能の変更なしに net-cont-testキーワード
に変更されました。

12.1(5)XM

このコマンドがCisco IOS Release 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200に実装されまし
た。

12.2(2)T

mgcp persistent through mmoip aaa send-id secondary
34

mgcp persistent through mmoip aaa send-id secondary
mgcp timer



変更リリース

このコマンドは変更されました。 nse-responset38オプションが追加され、MGCP
T.38がサポートされました。

12.2(2)XB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。12.2(8)T

このコマンドが Cisco AS5300、Cisco AS5400、および Cisco AS5850に実装されま
した。

12.2(11)T

このコマンドが Cisco 1751および Cisco 1760に実装されました。12.2(15)T

このコマンドは変更されました。保留音で使用される 3回のビープ音のグループ
間で無音状態の時間を調整する toh-timeキーワードが追加されました。

12.3(10)T

使用上のガイドライン VoIPコールの RTP Control Protocol (RTCP)送信間隔、および VoIPおよび VoATM Adaptation
Layer 2 (VoAAL2)コールの連続性テストのタイムアウト間隔を指定するには、このコマンドを
使用します。

Receive-rtcpキーワードは、リモートゲートウェイとの IP接続が失われたときに、VoIP通話
を切断するためにゲートウェイが使用するタイマーです。リモートゲートウェイから各 RTP
またはRTCPパケットを受信した後で、受信側のゲートウェイはタイマーを開始します。タイ
マーの期間は、mgcptimerreceive-rtcpコマンドで設定した値と iprtcpreportintervalコマンドで
設定した値を掛けることで決定されます。リモートゲートウェイから次のパケットを受信す

る前にタイマーが切れた場合、受信側のゲートウェイが通話を切断し、コールエージェントに

通知します。

net-cont-testキーワードは、着信側ゲートウェイが呼び出し先に着信音を鳴らす前に、発信側
ゲートウェイとのネットワーク接続を確認するために使用されます。これを行うために、着信

側ゲートウェイは発信側ゲートウェイにコマンドパケットを送信し、タイマー期間の計時を開

始します。発信側ゲートウェイからの確認応答を受信する前にタイマーが切れた場合、着信側

ゲートウェイは呼び出されたパーティに呼び出し音を鳴らしませんが、代わりに通話を切断

し、コールエージェントにアラートを送ります。

nse-responset38オプションは、T.38NSE応答を待つタイマーを設定します。このタイマーは、
ピアゲートウェイからの NSEを待機する時間を終端ゲートウェイに伝えるために設定されま
す。ピアゲートウェイからの NSEは、スイッチとパケットを受け入れる準備ができたことを
確認するか、T.38パケットを受け入れることができないことを示すことができます。

toh-timeタイマーオプションで、保留音で使用される 3回のビープ音のグループ間の無音状態
の時間を設定します。

例 次の例では、倍率を 10に設定します (または x*10。xは ip rtcp Reportintervalコマンド
で設定した間隔です)。

Router(config)# mgcp timer receive-rtcp 10

次の例では、net-cont-testタイマーを 1500 ms (1.5秒)に設定しています。
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Router(config)#mgcp timer net-cont-test 1500

次の例では、ピアゲートウェイからの NSEに対して、MGCPファックスリレーを有
効にし、ゲートウェイ待機時間を 300 msに設定します。

Router(config)# mgcp timer nse-response t38 300

次の例では、保留音タイマーを有効にし、3回のビープ音のグループ間の無音状態の
継続時間を 200 msに設定します。

Router(config)# mgcp timer toh-time 200

関連コマンド 説明コマンド

RTCPレポート送信の最小間隔を設定します。iprtcpレポート間隔

MGCPデーモンを開始します。mgcp

ゲートウェイ上でのモデムおよびファックス送信の速度変更方

法を設定します。

mgcpモデムパススルーモー
ド

ファックスおよびモデムコールの TSEペイロードを設定しま
す。

mgcptsepayload
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mgcp tse payload

このコマンドはサポートされていません。これは、 mgcpRTPpayload-typeコマンドに置き換
えられました。

（注）

インバンドテレフォニーシグナリングイベント (TSE)を有効にし、FAXおよびモデムのパス
スルーおよびネットワーク連続性テスト中に使用されるペイロード値を指定するには、mgcptse
ペイロードコマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで起動します。これらのシ

グナリングイベントを無効にするには、 no形式で指定します。

mgcptseペイロード値
いいえmgcptseペイロード

構文の説明 TSEペイロード値。範囲は 98～ 119です。デフォルトは 100です。値

コマンドデフォルト 100

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

Cisco MC3810とCisco 3600シリーズ（Cisco 3620を除く）のSimple Gateway Control
Protocol（SGCP）にこのコマンドが導入されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Media Gateway Control Protocol (MGCP)をサポートするように変
更されました。

12.1(5)XM

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200シリーズルータ
に実装されました。

12.2(2)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました: Cisco 2600シリーズ、
Cisco 3620、Cisco AS5300

12.2(11)T

このコマンドは、 mgcprtppayload-typeコマンドに置き換えられました。12.4(3rd)T

使用上のガイドライン このコマンドはデフォルトで無効になっているため、TSEペイロード値を指定する必要があり
ます。両方のゲートウェイは同じペイロード値を持つ必要があります。

mgcpmodempassthroughmodeコマンドを次のように設定する場合、nseキーワードを使用する
場合、このコマンドを設定する必要があります。
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例 次の例では、VoIPモデムパススルーに NSEモードを設定し、TSEペイロードを設定
しています。

Router(config)# mgcp modem passthrough voip mode nse
Router(config)# mgcp tse payload 100

関連コマンド 説明コマンド

MGCPデーモンを開始します。mgcp

ゲートウェイ上でのモデムおよびファックス送信の速度変更方

法を設定します。

mgcpmodempassthroughmode
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mgcp vad
Media Gateway Control Protocol (MGCP)の音声アクティビティ検出 (VAD)無音状態の抑制を有
効にするには、グローバル設定モードでmgcpvadコマンドを使用します。VAD無音状態の抑
制を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mgcpvad
いいえmgcpvad

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.1(1)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました: Cisco 2600シリーズ、
Cisco 3660、Cisco uBR924

12.1(3)T

このコマンドが Cisco MC3810に実装されました。12.1(5)XM

このコマンドがCisco IOS Release 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200シリーズに実装
されました。

12.2(2)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、VAD無音状態の抑制をオンまたはオフにするようにMGCPゲート
ウェイに指示します。

VAD無音状態の抑制がオンの場合、無音状態はネットワーク上で送信されず、聞き取れる音
声のみになります。音質はわずかに低下しますが、接続が占有する帯域幅ははるかに少なくな

ります。

例 次の例では、VAD無音状態の抑制をオンにします。

Router(config)# mgcp vad

関連コマンド 説明コマンド

MGCPデーモンを開始します。mgcp
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mgcp validate call-agent source-ipaddr
MediaGatewayControl Protocol (MGCP)アプリケーションが、パケットが設定されたコールエー
ジェントから受信されたことを検証できるようにするには、グローバルで、mgcp validate
call-agentsource-ipaddrコマンドを使用します。構成モードを選択します。検証機能を無効にす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

mgcp検証するcall-agentsource-ipaddr
いいえmgcp検証するcall-agentsource-ipaddr

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 検証は行われません。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、着信パケットがMGCPまたはCiscoCallManagerで設定されたコールエージェ
ントからのみ受信されることを確認します。このコマンドが有効な場合、MGCPまたはCisco
CallManagerで設定されていないコールエージェントから受信したメッセージはすべてドロップ
されます。未設定のコールエージェントからのパケットをフィルタリングするために、アクセ

スリストの代わりにmgcp検証コールエージェントソースIPアドレスコマンドを使用します。
mgcpbindコントロールソースインターフェイスインターフェイスコマンドを使用して、非セ
キュアインターフェイス上の未構成のコールエージェント要求に応答することからMGCPア
プリケーションを制限します。 ccm-managerconfigサーバーサーバーアドレスコマンドを使用
して、着信パケットを確認するときに使用される Cisco CallManagerアドレスを設定します。

例 次の例は、MGCP call-エージェント検証が有効であることを示します。

Router(config)# mgcp validate call-agent source-ipaddr

関連コマンド 説明コマンド

着信パケットの確認で使用されるCiscoCallManagerアドレス
を設定します。

ccm-managerconfigserver

非セキュアインターフェイス上の未構成のコールエージェ

ント要求に応答することから、MGCPアプリケーションを制
限します。

mgcpbindcontrolsource-interface
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説明コマンド

プライマリまたはデフォルトの Cisco CallManagerサーバの
IPアドレスを構成し、指定されたCiscoCallManagerサーバの
オプションの宛先 UDPポート番号を指定します。

mgcp call-agent

アクティブなMGCP SRTP通話を表示します。show mgcp srtp
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mgcp validate domain-name
ゲートウェイで設定されたものに対して、MGCPメッセージのエンドポイント名の一部として
受信したホスト名とドメイン (または特定の IPアドレス)の検証を有効にするには、グローバ
ル設定モードで mgcpvalidatedomain-nameコマンドを使用します。Media Gateway Control
Protocol (MGCP)エンドポイントの検証を無効にするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

mgcp検証するドメイン名
いいえmgcp検証するドメイン名

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト ホスト名およびドメイン (または IPアドレス)の検証が無効になっています。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(13)T

このコマンドのデフォルト状態が無効に変更されました。12.3(17)

このコマンドのデフォルト状態が無効に変更されました。12.3(11)T8; 12.3(14)T5

このコマンドのデフォルト状態が無効に変更されました。12.4(1c); 12.4(3b); 12.4(5)

このコマンドのデフォルト状態が無効に変更されました。12.4(2)T2; 12.4(4)T1; 12.4(6)T

使用上のガイドライン mgcpvalidatedomain-nameコマンドは、コールエージェント（CA）またはCiscoCallManagerか
ら送信されたエンドポイント名の一部として受け取ったホスト名とドメイン（または特定のIP
アドレス）の検証を有効にします。これは、ゲートウェイ上で設定されたものと比較します。

ホスト名またはドメイン (または IPアドレス)が有効でない場合、システムは適切なコメント
と共に 500エラーを返します。

VoIPネットワークでグローバルにMGCPを設定する前に、 mgcpvalidatedomain-nameコマン
ドを使用します。 (グローバルなMGCP設定情報については、『CiscoUnified CallManagerおよ
び Cisco IOS相互運用ガイド』を参照してください。)

CAまたは Cisco CallManagerから受信したMGCPメッセージだけが検証されます。（注）

showrunning-configコマンドを使用して、MGCPドメイン名の検証の現在の設定を表示するこ
とができます。MGCP情報だけを表示するには、表示出力をMGCPのセクションに制限しま
す (「例」を参照)。
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MGCPドメイン名検証が無効になっている場合、showrunning-configコマンドの出力にはこの
コマンドが含まれません。このコマンドはドメイン名の検証が有効になっている場合にのみ表

示されます。ただし、この機能のデフォルトが変更される前にリリースされたソフトウェアイ

メージをシステムで実行している場合、MGCPドメイン名の検証はデフォルトでオンになり、
showrunning-configコマンドの出力は検証が無効になっている場合にのみ表示されます。

（注）

MGCPのドメイン名の検証機能を有効にしたら、適切なエンドポイント名が着信MGCPメッ
セージの一部として含まれていることを確認する必要があります。この検証を実行すること

で、無効なホスト名、ドメイン名、および IPアドレスを持つ受信メッセージが拒否される一
方で、有効な受信メッセージが引き続きターゲットエンドポイント (ホスト)に到達できること
を確認するのに役立ちます。この情報を確認せずにこの検証機能を有効にすると、有効な名前

やアドレスを使用しているメッセージも含め、すべての受信メッセージが拒否される可能性が

あります (例を参照)。

例 次の例は、MGCPドメイン名検証を有効にする方法、検証が実行中の構成で有効になっ
ていることを確認する方法、およびゲートウェイ構成への着信MGCPメッセージで指
定されたホスト名、ドメイン名、または IPアドレスを確認して照合する方法を示して
います。

次のコマンドを使用して、MGCPドメイン名の検証を有効にします。

Router(config)# mgcp validate domain-name

次のコマンドを使用して、MGCPドメイン名の検証が有効になっていることを確認し
ます。

Router(config)# show running-config | section mgcp

または

Router(config)# show running-config | include mgcp validate
mgcp validate domain-name
Router(config)#

以下のコマンドとプロセスを使用して、ホスト名とドメイン名が構成され、有効な受

信メッセージだけがゲートウェイによって受け入れられることを確認します。

ドメイン名の検証を有効にした後、MGCPパケットのデバッグトレースを有効にしま
す。

Router# debug mgcp packets
Media Gateway Control Protocol packets debugging for all endpoints is on
Router#

CAまたは Cisco CallManagerからゲートウェイへのコールを生成します。その呼び出
しはゲートウェイでデバッグメッセージを生成するので、着信MGCPメッセージに含
まれるエンドポイント情報と、ゲートウェイから CA (または Cisco CallManager)への
応答を表示できます。
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Router#
*Mar 14 02:29:11.512: MGCP Packet received from 192.0.2.135:2427--->
RQNT 3 aaln/S2/SU0/0@Router2821.example.com MGCP 0.1
R: L/hd(N)
X:1
<---
*Mar 14 02:29:11.512: MGCP Packet sent to 192.0.2.135:2427--->
500 3 Endpoint name contains an invalid host or domain
<---

着信メッセージのホスト名 (aaln/S2/SU0/0@Router2821.example.com)がゲートウェイ
(ルーター)のホスト名と一致しないため、メッセージは拒否されました (NACKで返答
されました)。これを解決するには、ゲートウェイのホスト名を変更します:

Router# config terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# hostname Router2821
Router2821(config)# end
Router2821#

CAまたは Cisco CallManagerからゲートウェイへの別のコールを生成します。その呼
び出しはより多くのデバッグメッセージを生成するので、着信MGCPメッセージに含
まれるエンドポイント情報と、ゲートウェイから CA (または Cisco CallManager)への
応答を表示できます。

*Mar 14 03:01:12.480: MGCP Packet received from 192.0.2.135:2427--->
RQNT 3 aaln/S2/SU0/0@Router2821.example.com MGCP 0.1
R: L/hd(N)
X:1
<---
*Mar 14 03:01:12.480: MGCP Packet sent to 192.0.2.135:2427--->
200 3 OK
<---

検証に成功し、ホスト名が一致したため、CAまたは Cisco CallManagerに ACK（肯定
応答）が返信されます。これと同じプロセスがドメイン名の検証にも適用されます。

ゲートウェイのドメイン名を設定し、ドメイン名とホスト名の現在の構成を表示する

には、次のコマンドを使用します。

Router2821# config terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router2821(config)# ip domain-name example.com
Router2821(config)# end
Router2821# show running-config
Building configuration...
.
.
.
hostname Router2821
.
.
.
ip domain name example.com
.
.
.
.
Router2821#
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以下のコマンドとプロセスを使用して、ゲートウェイの IPアドレスが構成され、有効
な着信メッセージだけがゲートウェイによって受け入れられるようにすることを確認

します。

Router2821# show ip interface brief
Interface IP-Address OK? Method Status Protocol
GigabitEthernet0/0 192.0.2.189 YES NVRAM up up
Router2821#

CAまたは Cisco CallManagerからゲートウェイへのコールを生成します。そのコール
はデバッグメッセージを生成するため、着信MGCPメッセージに含まれるエンドポイ
ント情報と、ゲートウェイから CA (または Cisco CallManager)への応答を表示できま
す。MGCPメッセージがドメインやホスト名ではなく、特定の IPアドレスに送信さ
れている場合、次のようなデバッグメッセージが表示されます。

*Mar 14 03:16:52.356: MGCP Packet received from 192.0.2.135:2427--->
RQNT 3 aaln/S2/SU0/0@[192.0.2.190] MGCP 0.1
R: L/hd(N)
X:1
<---
*Mar 14 03:16:52.356: MGCP Packet sent to 192.0.2.135:2427--->
500 3 Endpoint name contains an invalid host or domain
<---

着信メッセージで指定された IPアドレス (aaln/S2/SU0/0@192.0.2.190)が GigE 0/0イン
ターフェイスの IPアドレス (192.0.2.189と一致しないため、メッセージは拒否されま
した (NACKで応答)。この問題を解決するには、このゲートウェイに対して CAまた
はCiscoCallManagerで指定されている IPアドレスを変更し、このゲートウェイへの別
のコールを生成します。 IPアドレスが一致する場合、次のようなデバッグメッセージ
が表示されます。

*Mar 14 03:16:10.360: MGCP Packet received from 192.0.2.135:2427--->
RQNT 3 aaln/S2/SU0/0@[192.0.2.189] MGCP 0.1
R: L/hd(N)
X:1
<---
*Mar 14 03:16:10.364: MGCP Packet sent to 192.0.2.135:2427--->
200 3 OK
<---

着信MGCPメッセージで指定されている IPアドレスはゲートウェイの IPアドレスと
一致するため、メッセージは受け入れられ、応答として ACKが返されます。

関連コマンド 説明コマンド

プライマリまたはデフォルトのCiscoCallManagerサーバの IPアドレスを構
成し、指定された Cisco CallManagerサーバのオプションの宛先 UDPポー
ト番号を指定します。

mgcpcall-agent

Cisco CallManagerサーバのリストと、それらの現在の状況と可用性を表示
します。

showccm-manager
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mgcp voice-quality-stats
Media Gateway Control Protocol (MGCP)の音声品質の統計レポートを有効にするには、グロー
バル設定でmgcp音声品質統計コマンドを使用します。音声品質統計レポートをオフにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

mgcp voice-quality-stats[優先順位変数 | すべて]
no mgcp voice-quality-stats[優先順位変数 | すべて]

構文の説明 優先順位を示す数値パラメータ 1または 2を選択します。priority<value>

すべての VQパラメータを選択します。all

コマンドデフォルト 音声品質の統計レポートがオフになっています。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(3)

優先度キーワードとすべてのキーワードが導入されました。12.4(4)T

使用上のガイドライン •デジタルシグナルプロセッサ (DSP)統計の要求は、RTP Control Protocol (RTCP)統計の
ポーリング間隔によって制御されます。ポーリング間隔は、 iprtcpreportintervalコマン
ドを入力して設定できます。既定では、統計は 5秒ごとにポーリングされます。

Cisco PGW 2200は、通話詳細記録 (CDR)のデータを収集するために、DSP統計をサポートす
るパッチが必要です。

（注）

•このコマンドはコンソールに出力しません。コールエージェントに送信されるMGCP接
続削除 (DLCX)確認メッセージに、品質統計パラメータを追加します。

Cisco IOS Release 12.4(4)Tは、プライオリティレベル 1および 2のみをサポートします。

•キーワード優先度で 1または 2の値を使用し、パラメータの優先順位を示します。

優先順位 2を選択することは、キーワード allを使用してすべてのパラメータを選択すること
と似ています。

（注）
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VQパラメータの対応するセットは、選択された優先順位に基づいて、MGCP DLCXメッセー
ジで送信されます。

例 次の例では、MGCPの音声品質統計レポートを有効にします。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# mgcp voice-quality-stats
Router(config)# end

以下の例は、優先順位 1に対して選択された VQパラメータを示しています。
mgcp voice-quality-stats priority 1
16:38:20.461771 10.0.5.130:2427 10.0.5.133:2427 MGCP...... -> 250 1133 OK
P: PS=0, OS=0, PR=0, OR=0, PL=0, JI=65, LA=0
DSP/TX: PK=118, SG=0, NS=1, DU=28860, VO=2350
DSP/RX: PK=0, SG=0, CF=0, RX=28860, VO=0, BS=0, LP=0, BP=0
DSP/PD: CU=65, MI=65, MA=65, CO=0, IJ=0
DSP/LE: TP=0, RP=0, TM=0, RM=0, BN=0, ER=0, AC=0
DSP/IN: CI=0, FM=0, FP =0, VS=0, GT=0, GR=0, JD=0, JN=0, JM=0,
DSP/CR: CR=0, MN=0, CT=0, TT=0,
DSP/DC: DC=0,
DSP/CS: CS=0, SC=0, TS=0,
DSP/UC: U1=0, U2=0, T1=0, T2=0

次の例は、キーワードallに対して選択されたすべてのVQパラメータを示しています:
mgcp voice-quality-stats all

16:38:20.461771 10.0.5.130:2427 10.0.5.133:2427 MGCP...... -> 250 1133 OK
P: PS=0, OS=0, PR=0, OR=0, PL=0, JI=65, LA=0
DSP/TX: PK=118, SG=0, NS=1, DU=28860, VO=2350
DSP/RX: PK=0, SG=0, CF=0, RX=28860, VO=0, BS=0, LP=0, BP=0
DSP/PD: CU=65, MI=65, MA=65, CO=0, IJ=0
DSP/PE: PC=0, IC=0, SC=0, RM=0, BO=0, EE=0
DSP/LE: TP=0, RP=0, TM=0, RM=0, BN=0, ER=0, AC=0
DSP/ER: RD=0, TD=0, RC=0, TC=0
DSP/IC: IC=0
DSP/EC: CI=0, FM=0, FP =0, VS=0, GT=0, GR=0, JD=0, JN=0, JM=0, JX=0,
DSP/KF: KF=0, AV=0, MI=0, BS=0, NB=0, FL=0,
DSP/CS: CR=0, AV=0, MN=0, MX=0, CS=0, SC=0, TS=0, DC=0,
DSP/RF: ML=0, MC=0, R1=0, R2=0, IF=0, ID=0, IE=0, BL=0, R0=0,
DSP/UC: U1=0, U2=0, T1=0, T2=0,
DSP/DL: RT=0, ED=0

関連コマンド 説明コマンド

MGCPエラー、イベント、メディア、パケット、パーサー、および CAC
のデバッグトレースを有効にします。

debugmgcp

RTCP統計のポーリング間隔を設定します。iprtcpreportinterval
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microcode reload controller
Cisco IOSイメージを再ロードせずに、ファームウェアとフィールドプログラミング可能ゲー
トアレイ (FPGA)を再ロードするには、 microcodereloadコントローラコマンドを特権 EXEC
モードで実行します。

マイクロコードリロードコントローラ {t1 | e1 | j1}x/y

構文の説明 T1t1

E1e1

J1コントローラ。j1

コントローラのスロット番号とユニット番号。スラッシュを入力する必要があります。x/y

コマンドデフォルト マイクロコードの再読み込みアクティビティは開始されません。

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに導入されまし
た。

12.1(2)XH

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

j1キーワードが追加されました。12.2(8)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされています。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースでのサポートは、機能セット、プラット
フォーム、プラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 実行コンフィギュレーションのループバックは、このコマンドの入力後に復元されます。この

コマンドが発行される前にコントローラーがループ状態にあった場合、ループ状態は解除され

ます。コントローラ設定から noloopコマンドを入力して、リモートエンドからループバック
を再開始する必要があります。

例 次に、マイクロコードのリロードアクティビティを開始する例を示します。

Router# microcode reload controller j1 3/0
TDM-connections and network traffic will be briefly disrupted.
Proceed with reload microcode?[confirm]
Router#
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*Mar 3 209.165.200.225: clk_src_link_up_down: Status of this CLK does not matter
*Mar 3 209.165.200.226: clk_src_link_up_down: Status of this CLK does not matter
*Mar 3 209.165.200.227: %CONTROLLER-5-UPDOWN: Controller J1 3/0, changed state to)
*Mar 3 209.165.200.227: clk_src_link_up_down: Status of this CLK does not matter
*Mar 3 209.165.200.228: clk_src_link_up_down: Status of this CLK does not matter
*Mar 3 209.165.200.229: %CONTROLLER-5-UPDOWN: Controller J1 3/0, changed state top
*Mar 3 209.165.200.229: clk_src_link_up_down: Status of this CLK does not matter
*Mar 3 209.165.200.229: clk_src_link_up_down: Status of this CLK does not matter
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midcall-signaling
シグナリングメッセージに使用される方法を設定するには、SIP設定モード、音声クラステナ
ント設定モード、またはダイヤルピア設定モードで、 midcall-signalingコマンドを使用しま
す。通話中のシグナリング機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

midcall-signaling {パススルーメディア変更 | ブロックする | コーデックを保持する} [system]
いいえmidcall-signaling

構文の説明 1つの IPレッグから別の IPレッグへのメディア変更を含む SIPメッ
セージを渡します。

passthrumedia-change

通話中にすべての SIPメッセージをブロックします。block

通話の初期化中にネゴシエートされるコーデックを保存します。通話

中のコーデック変更は無効になっています。

preserve-codec

通話中シグナリング機能がグローバル sip-ua値を使用することを指定し
ます。このキーワードはテナントモードでのみ使用可能で、それがグ

ローバル設定にフォールバックすることを許可します。

システム

コマンドデフォルト 通話中シグナルが無効になっています。通話中のコーデックネゴシエーションが有効になっ

ています。

コマンドモード SIP構成 (conf-serv-sip)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)XZ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されまし
た。

12.4(20)T

このコマンドがCisco IOSXERelease 2.5に統合されました。Cisco IOS XEリリース 2.5

このコマンドが Cisco IOS Release 15.2(1)Tに統合されまし
た。メディアチェンジおよび ブロックキーワードが追加

されました。

15.2(1)T

このコマンドは変更されました。コーデックを保持する

キーワードが追加されました。

15.3(2)S、15.3(1)T

このコマンドにキーワード systemが追加されました。15.6(2)Tおよび IOS XEデナリ
16.3.1
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変更リリース

Yangモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン midcall-signalingコマンドは、CiscoUnifiedCommunications ExpressとCiscoUnifiedBorder Element
でシグナリングメッセージを処理する方法を区別します。ほとんどのSIP-to-SIPビデオおよび
SIP-to-SIP再招待ベースの付加サービスでは、他の付加サービスを設定する前に、
midcall-signalingコマンドを設定する必要があります。 midcall-signalingを構成しなくても機
能する付加サービス機能には、セッション更新、FAX、参照ベースの付加サービスがありま
す。 midcall-signalingコマンドは、SIP-to-SIPコール専用です。その他のすべての通話 (H323
から SIP、および H323から H323)では、 midcall-signalingコマンドを設定する必要はありま
せん。 allow-connectionssip-to-sipコマンドは、midcall-signalingコマンドの前に設定する必要
があります。

再招待するセッションの更新をダイヤルピアベースで設定することはサポートされていませ

ん。

例 次の例は、1つの IPレッグから別の IPレッグにパススルーするように設定された SIP
メッセージを示しています。

Router(config)#voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# midcall-signaling passthru

次の例は、1つのIPパスから別のIPパスへのメディアパススルーに設定されたSIPメッ
セージを示しています。

Router(config)#voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# midcall-signaling passthru media-change

次の例は SIPメッセージをブロックする方法を示します。

Router(config)#voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# midcall-signaling block

次の例は、通話の途中でコーデックのネゴシエーションを無効にし、通話の開始時に

ネゴシエートされたコーデックを保持する方法を示しています。

Router(config)#voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# midcall-signaling preserve-codec

次に、音声クラステナントコンフィギュレーションモードで、1つの IPレッグから
別の IPレッグにパススルーするように設定された SIPメッセージの例を示します。
Router(config-class)# midcall-signaling passthru system
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関連コマンド 説明コマンド

Cisco Unified BEの特定のタイプのエンドポイント間の接続を許可します。allow-connections
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min-se (SIP)
Session Initiation Protocol (SIP)セッションタイマーを使用するすべての呼び出しに対して、最小
セッション有効期限 (Min-SE)ヘッダー値を変更するには、SIP構成モードで min-seコマンド
を使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

分時刻session-expires間隔
いいえ分

構文の説明 秒単位での時間の長さ。 Range: 90–86400 (1 day).デフォルト: 1800。時間

セッションの有効期限の時間間隔を示します。範囲は 90～ 86400で
す。デフォルト: 1800。

session-expiresinterval

コマンドデフォルト 1800秒 (30分)

コマンドモード
SIP構成 (conf-serv-sip)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

このコマンドは変更されました。デフォルトの時間が 90–1800
秒に変更されました。

12.4(9)T

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.5に統合されました。IOSリリース XE 2.5

このコマンドは変更されました。 session-expiresキーワードが
追加されました。

15.1(2)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン プロキシ、ユーザエージェントクライアント、およびユーザエージェントサーバはすべて、受

け入れる最小のセッション間隔を示す構成された最小値を持つことができます。すべてに異な

る最小値が設定されている場合、最も高い最小値が使用されます。このコマンドは、最初の

INVITE要求のMin-SEヘッダーで送信される最小タイマーを設定します。

このコマンドの推奨値は 1800秒 (30分)です。これは既定値です。値を 90秒未満に設定する
ことはできません。INVITEが多すぎるとルーターで問題が発生するためです。いったん設定
されると、この値はルーターから発信されるすべてのコールに影響を与えます。

セッション期限切れ間隔が設定されておらず、min-se値のみが設定されている場合、セッショ
ン期限切れ間隔は、min-seに設定された値を使用します。

例 次の例では、有効期限タイマーを 90秒に設定しています。
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Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# min-se 90 session-expires 1800

関連コマンド 説明コマンド

Min-SEヘッダーの現在の値を表示します。showsip-uamin-se
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mmoip aaa global-password
FAXの保存と転送を使用する際に、CiscoSecure for Microsoft Windows NTで使用するパスワー
ドを定義するには、 mmoipaaaglobal -passwordコマンドをグローバル設定モードで使用でき
ます。既定の設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mmoipaaaglobal-passwordパスワード
いいえmmoipaaaグローバルパスワードパスワード

構文の説明 ストアアンドフォワードファックスで使用するCiscoSecure forWindowsNTのパス
ワードです。長さは英数字で 64文字までです。

パスワー

ド

コマンドデフォルト パスワードが定義されていません

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

使用上のガイドライン CiscoSecure for Windows NTは、使用するセキュリティプロトコルに関係なく、認証を完了す
るために別のパスワードを要求する場合があります。このコマンドは、CiscoSecure forWindows
NTで使用されるパスワードを指定します。Microsoft Windows NTサーバ上のすべてのレコー
ドは、この定義されたパスワードを使用します。

このコマンドは、モデムカードを使用している場合に、オンランプストアアンドフォワード

ファクス機能に適用されます。音声機能カードでは使用されません。

例 次の例では、Cisco Secure for Microsoft Windows NTとストアアンドフォワードファク
スを使用する際のパスワード (password)を指定しています:

mmoip aaa global-password password
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mmoip aaa method fax accounting
ファックスの蓄積転送で、認証、認可、および会計 (AAA)会計に使用する方式リストの名前
を定義するには、次のコマンドを使用します。 mmoipAAA方式faxaccountingグローバル設定
モードでコマンドを使用します。未定義の状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

mmoipaaaメソッドファクスaccountingメソッドリスト名
いいえmmoipaaaメソッドファクスaccountingメソッドリスト名

構文の説明 ファックスの蓄積転送で使用されるアカウンティング方法のリスト。method-list-name

コマンドデフォルト AAAアカウンティング方法リストが定義されていません。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745。

12.2(8)T

使用上のガイドライン このコマンドは、FAXのストアアンドフォワードで使用される AAA会計方式リストの名前を
定義します。蓄積転送 FAXに提供される課金サービスのタイプを定義するメソッドリスト自
体は、グローバル設定モードで AAA課金コマンドを使用して定義します。標準の AAA (各定
義済みの方式リストが特定のインターフェイスおよび回線に適用できる)とは異なり、ファッ
クスの蓄積転送で使用される AAA会計方式リストはグローバルに適用されます。

アカウンティング方法リストが定義されたら、 mmoipAAA受け取り課金有効化コマンドを使
用してください。

このコマンドは、モデムカードが使用されている場合、オンランプおよびオフランプの保存と

転送の両方のファックス機能に適用されます。音声機能カードでは使用されません。

例 次に、ファックスの蓄積転送で使用するAAA会計方式リスト (「list3」)を指定する例
を示します。

aaa new-model
mmoip aaa method fax accounting list3
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関連コマンド 説明コマンド

RADIUSまたは TACACS+が使用される場合、請求または
セキュリティの目的で、要求されたサービスの AAA会計
を有効にします。

aaaaccounting

AAA会計サービスのオンランプストアアンドフォワード
FAXを有効にします。

mmoipaaareceive-accountingenable
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mmoip aaa method fax authentication
ストアアンドフォワードファックスのAAA (認証、承認、およびアカウンティング)認証に使
用する方法リストの名前を定義するには、mmoipAAAメソッドfax認証コマンドをグローバル
コンフィギュレーションモードで使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

mmoipaaaメソッドファクス認証メソッドリスト名
いいえmmoipaaaメソッドファクス認証メソッドリスト名

構文の説明 ファックスの蓄積転送で使用される認証方法のリスト。method-list-name

コマンドデフォルト AAA認証方式リストが定義されていません

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ファックスの蓄積転送で使用される AAA認証メソッドリストの名前を定義
します。蓄積転送FAXに提供される認証サービスのタイプを定義するメソッドリスト自体は、
グローバル設定コマンドでAAAauthenticationを使用して定義します。標準のAAA (定義され
た各メソッドリストが特定のインターフェイスと回線に適用される)とは異なり、ファックス
の蓄積と転送で使用されるAAA認証メソッドリストは、Cisco AS5300ユニバーサルアクセス
サーバでグローバルに適用されます。

認証方法リストが定義されたら、mmoipAAAreceiveauthentication有効化コマンドを使用して
ください。

このコマンドは、オンランプおよびオフランプストアアンドフォワードファックス機能の両

方に適用されます。

例 次の例では、FAXの蓄積転送で使用するAAA認証メソッドリスト (xyzと呼ばれます)
を指定しています。

aaa new-model
mmoip aaa method fax authentication xyz
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関連コマンド 説明コマンド

RADIUSまたは TACACS+を使用する場合、請求また
はセキュリティの目的で、要求されたサービスのAAA
会計を有効にします。

aaaaccounting

オンランプストアアンドフォワード FAX AAA認証
サービスを有効にします。

mmoipaaareceive-authenticationenable
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mmoip aaa receive-accounting enable
オフランプ認証、承認、および会計 (AAA)サービスを有効にするには、グローバル設定モー
ドで mmoipaaareceive-accountingenableコマンドを使用します。オンランプ AAAサービスを
無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mmoipaaareceive-accounting有効にする
いいえmmoipaaareceive-accounting有効にする

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に導入されました。12.2(4)T

使用上のガイドライン 課金方法リストが aaaaccountingコマンドとmmoipaaamethodfaxaccountingコマンドを使用し
て定義されている場合、このコマンドはAAAサービスを有効にします。

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、インバウンドのストアアンドフォワード FAXで使用される AAA方式リ
スト xyzを指定しています。この例では、ストアアンドフォワードファックスは接続
の開始および停止のアカウント記録をトラッキングするように設定されています。

aaa new-model
mmoip aaa method fax accounting xyz
aaa accounting connection sherman stop-only radius
mmoip aaa receive-accounting enable

関連コマンド 説明コマンド

RADIUSまたはTACACS+を使用する場合、請求またはセキュ
リティの目的で、要求されたサービスのAAA会計を有効にし
ます。

aaaaccounting
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説明コマンド

ファックスの蓄積転送によるAAA会計に使用される方式リス
トの名前を定義します。

mmoipaaamethodfaxaccounting
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Mmoip AAA受信認証の有効化
オフランプ認証、承認、および会計 (AAA)サービスを有効にするには、グローバル設定モー
ドでmmoipaaareceive-authenticationenableコマンドを使用します。オンランプAAAサービス
を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mmoipaaareceive-authenticationenable
いいえmmoipaaareceive-authentication有効にする

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に導入されました。12.2(4)T

使用上のガイドライン このコマンドは、aaaauthentication command and themmoipaaamethodfaxauthenticationコマン
ドの両方を使用してAAA方式リストが定義されている場合にAAAサービスを有効にします。

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、インバウンドのストアアンドフォワード FAXで使用される AAA方式リ
スト xyzを指定しています。この例では、蓄積転送 FAX用に RADIUS認証 (および
RADIUSサーバに障害が発生した場合はローカル認証)が構成されています。

aaa new-model
mmoip aaa method fax authentication xyz
aaa authentication login peabody radius local
mmoip aaa receive-authentication enable

関連コマンド 説明コマンド

RADIUSまたはTACACS+を使用する場合、請求またはセキュ
リティの目的で、要求されたサービスの AAAを有効にしま
す。

AAA認証
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説明コマンド

ファックスの保存と転送によるAAA認証に使用される方式リ
ストの名前を定義します。

mmoipAAAメソッドファック
ス認証
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mmoip aaa receive-id primary
AAAプロトコルがオフランプ FAXのアカウント識別情報を取得するプライマリロケーション
を指定するには、mmoipaaareceive-idprimaryコマンドをグローバル設定モードで使用します。
アカウント IDソースの定義を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mmoipAAAreceive-idプライマリ {ani | dnis | gateway | redialer-id | redialer-dnis}
いいえmmoipAAA受信 IDプライマリ {ani | dnis | gateway | redialer-id | redialer-dnis}

構文の説明 AAAは、発信側の電話番号 (自動番号識別 [ANI])を AAAアカウント識別子と
して使用します。

ani

認証、承認、および会計は、着信側の電話番号 (ダイヤル番号識別サービス
[DNIS])を認証、承認、および会計のアカウント識別子として使用します。

dnis

認証、承認、および会計は、ホスト名とドメイン名から得られたルーター固有

の名前を認証、承認、および会計のアカウント識別子として使用します。

router-name.domain-nameの形式で表示します。

ゲートウェ

イ

AAAは、外部リダイヤルデバイスからAAAアカウント識別子として返された
アカウント文字列を使用します。この場合、リダイヤル IDはリダイヤルシリ
アル番号またはリダイヤルアカウント番号になります。

redialer-id

AAAは、リダイヤラーデバイスが存在する場合に、リダイヤラーにより取得さ
れるAAAアカウント識別子として、着信側の電話番号 (DialedNumberIdentification
Service [DNIS])を使用します。

redialer-dnis

コマンドデフォルト アカウント IDソースが定義されていません

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745

12.2(8)T

使用上のガイドライン 通常、簡易ユーザ認証にAAAが使用されている場合、AAAは認証のユーザプロファイルで定
義されたユーザ名情報を使用します。ファックスの蓄積転送では、認証でユーザを識別するた
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めに使用される ANI、DNIS、ゲートウェイ ID、リダイヤル ID、またはリダイヤル DNISを指
定できます。このコマンドは、ストアアンドフォワード FAXによるインバウンドまたはオン
ランプのユーザ認証で AAAがプライマリ識別子に使用するものを定義します。

蓄積転送 FAXでは、プライマリまたはセカンダリ識別子のいずれかを定義することができま
す。セカンダリ識別子を設定するには、mmoipaaareceive-idsecondaryコマンドを使用します。

AAAはこれらの方法を順番に使用するわけではありません。プライマリ識別子が定義されて
いるが、AAAがプライマリ識別子情報を認証できない場合、認証にセカンダリ識別子を使用
しません。認証は単純に失敗します。

セカンダリ識別子のみを定義することで、2つの異なるシナリオに同時にサービスを提供でき
ます。たとえば、2つの異なる会社にFAXサービスを提供し、一方がリダイラーを使用し、も
う一方が使用しない場合などです。この場合、mmoipaaareceive-IDprimaryコマンドをリダイ
ヤルDNISを使用し、mmoipaaareceive-IDsecondaryコマンドでANIを使用します。この設定
により、ユーザがダイヤルインし、リダイヤルの DNISが空でない場合、リダイヤルの DNIS
が認証識別子として使用されます。ユーザがダイヤルインし、リダイヤラーのDNISがnullの場
合、ANIが認証識別子として使用されます。

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、ストアアンドフォワードファックスのプライマリ AAA認証識別子とし
て、リダイヤルによって取得された DNISを定義しています。

aaa new-model
mmoip aaa receive-id primary redialer-dnis

関連コマンド 説明コマンド

プライマリ識別子が定義されていない場合に、オンランプファッ

クス用に AAAがアカウント識別情報を取得するセカンダリロ
ケーションを指定します。

mmoipaaareceive-idsecondary
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mmoip aaa receive-id secondary
プライマリ識別子が定義されていない場合に、認証、認可、およびアカウンティング (AAA)
プロトコルがオンランプファックス用のアカウント識別情報を取得するセカンダリの場所を指

定するには、mmoipaaareceive-idsecondaryコマンドをグローバル設定モードで使用できます。
アカウント IDソースの定義を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mmoipaaa受信 IDセカンダリ {ani | dnis | gateway | redialer-id | redialer-dnis}
いいえmmoipaaareceive-idsecondary {ani | dnis | gateway | redialer-id | redialer-dnis}

構文の説明 AAAは、発信側の電話番号 (自動番号識別またはANI)をAAAアカウント識
別子として使用します。

ani

AAAは、着信側の電話番号 (ダイヤル番号識別サービスまたはDNIS)をAAA
アカウント識別子として使用します。

dnis

AAAは、ホスト名とドメイン名から得られたルーター固有の名前を AAAア
カウント識別子として使用します。ルーター名.ドメイン名の形式で表示さ
れます。

ゲートウェイ

AAAは、外部リダイヤルデバイスからAAAアカウント識別子として返され
たアカウント文字列を使用します。この場合、リダイヤル IDはリダイヤル
シリアル番号またはリダイヤルアカウント番号になります。

redialer-id

AAAは、リダイヤラーデバイスが存在する場合に、リダイヤラーにより取得
される AAAアカウント識別子として、着信側の電話番号 (Dialed
NumberIdentification Service [DNIS])を使用します。

リダイアル
-dnis

コマンドデフォルト アカウント IDソースが定義されていません

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に導入されました。12.2(4)T

使用上のガイドライン 通常、簡易ユーザ認証にAAAが使用されている場合、AAAは認証のユーザプロファイルで定
義されたユーザ名情報を使用します。ファックスのストアアンドフォワードでは、認証でユー

ザを識別するために使用されるANI、DNIS、ゲートウェイ ID、リダイヤルDNIS、またはリダ
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イヤル IDを指定できます。このコマンドは、プライマリ識別子が定義されていない場合に、
蓄積転送 FAXによるインバウンドまたはオンランプユーザ認証で AAAがセカンダリ識別子
に使用するものを定義します。

蓄積転送 FAXでは、プライマリまたはセカンダリ識別子のいずれかを定義することができま
す。プライマリ識別子を設定するには、mmoipaaareceive-idprimaryコマンドを使用します。

AAAはこれらの方法を順番に使用しません。つまり、プライマリ識別子が定義されていて、
AAAがプライマリ識別子情報を一致できない場合、認証にセカンダリ識別子を使用しません。
認証は単純に失敗します。

セカンダリ識別子のみを定義することで、2つの異なるシナリオに同時にサービスを提供でき
ます。たとえば、2つの異なる会社にFAXサービスを提供し、一方がリダイラーを使用し、も
う一方が使用しない場合などです。この場合、mmoipaaareceive-idprimaryコマンドをリダイ
ヤル DNISを使用し、mmoipaaareceive-idsecondaryコマンドで ANIを使用します。この設定
により、ユーザがダイヤルインし、リダイヤラーのDNISが空でない場合、リダイヤラーのDNIS
が認証識別子として使用されます。ユーザがダイヤルインし、リダイヤラーのDNISがnullの場
合、ANIが認証識別子として使用されます。

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、リダイヤルによりキャプチャされた DNISを、ファックスの蓄積転送の
セカンダリ AAA認証識別子として定義しています。

aaa new-model
mmoip aaa receive-id secondary redialer-dnis

関連コマンド 説明コマンド

AAAがオンランプファックス用のアカウント識別情報を取得す
るプライマリロケーションを指定します。

mmoipaaareceive-idprimary
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mmoip aaa send-accounting enable
オフランプ認証、承認、および会計 (AAA)サービスを有効にするには、グローバル設定モー
ドでmmoipaaareceive-accountingenableコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

mmoipAAAsend-accounting有効にする
いいえmmoipaaasend-accounting有効にする

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

使用上のガイドライン このコマンドは、aaaaccounting command and themmoipaaamethodfaxaccountingコマンドの両
方を使用してAAA方式リストが定義されている場合にAAAサービスを有効にします。

このコマンドは、モデムカード使用時のオフランプストアアンドフォワードファックス機能に

適用されます。音声機能カードでは使用されません。

例 次の例では、ストアアンドフォワードの発信ファックスで使用される AAA方式リス
ト (xyzと呼ばれます)を指定しています。この例では、ストアアンドフォワードファッ
クスは接続の開始および停止のアカウント記録をトラッキングするように設定されて

います。

aaa new-model
mmoip aaa method fax accounting xyz
aaa accounting connection sherman stop-only radius
mmoip aaa send-accounting enable

関連コマンド 説明コマンド

RADIUSまたはTACACS+を使用する場合、請求またはセキュ
リティの目的で、要求されたサービスのAAA会計を有効にし
ます。

aaaaccounting
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説明コマンド

ファックスの蓄積転送によるAAA認証に使用される方式リス
トの名前を定義します。

mmoipaaamethodfaxaccounting
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Mmoip AAA送信認証を有効にする
オフランプ認証、承認、および会計 (AAA)サービスを有効にするには、グローバル設定モー
ドでmmoipaaasend-authenticationenableコマンドを使用します。オフランプAAAサービスを
無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mmoipaaasend-authenticationenable
いいえmmoipaaasend-authenticationenable

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

使用上のガイドライン このコマンドは、aaaauthentication command and themmoipaaamethodfaxauthenticationコマン
ドの両方を使用してAAA方式リストが定義されている場合にAAAサービスを有効にします。

このコマンドは、オフランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、ストアアンドフォワードの発信ファックスで使用される AAA方式リス
ト (xyzと呼ばれます)を指定しています。この例では、蓄積転送 FAX用に RADIUS
認証 (およびRADIUSサーバに障害が発生した場合はローカル認証)が構成されていま
す。

aaa new-model
mmoip aaa method fax authentication xyz
aaa authentication login peabody radius local
mmoip aaa send-authentication enable

関連コマンド 説明コマンド

RADIUSまたは TACACS+を使用する場合、請求またはセ
キュリティの目的で、要求されたサービスの AAA会計を
有効にします。

AAA認証
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説明コマンド

ファックスの保存と転送による AAA認証に使用される方
式リストの名前を定義します。

mmoipaaamethodfaxauthentication
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mmoip aaa send-id primary
AAAプロトコルがオフランプ FAXのアカウント識別情報を取得するプライマリロケーション
を指定するには、mmoipAAA send-idprimaryコマンドをグローバル設定モードで使用します。
アカウント IDソースの定義を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mmoipaaasend-idプライマリ {account-id | envelope-from | envelope-to | gateway}
いいえmmoipAAAsend-idプライマリ {account-id | envelope-from | envelope-to | gateway}

構文の説明 AAAは、発信ファックスメールシステムからのアカウントユーザ名を AAA
アカウント識別子として使用します。これは、オフランプゲートウェイが電子

メールヘッダーの Xアカウント IDフィールドでアカウント識別子を使用する
ことを意味します。この属性を使用すると、エンドツーエンドの認証と課金の

トラッキングが可能になります。

account-id

AAAは、FAXメールのヘッダーからのアカウントユーザ名を AAAアカウン
ト識別子として使用します。

envelope-from

AAAは、FAXメールのヘッダーから取得した受信者をAAAアカウント識別子
として使用します。

envelope-to

AAAは、ホスト名とドメイン名から得られたルーター固有の名前をAAAアカ
ウント識別子として使用します。ルーター名.ドメイン名の形式で表示されま
す。

ゲートウェ

イ

コマンドデフォルト アカウント IDソースが定義されていません

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

使用上のガイドライン 通常、簡易ユーザ認証にAAAが使用されている場合、AAAは認証のユーザプロファイルで定
義されたユーザ名情報を使用します。FAXのストアアンドフォワードでは、電子メールのヘッ
ダー情報からのアカウント ID、ユーザ名、または受取人名を、認証でユーザを識別するため
に使用するように指定することができます。このコマンドは、ストアアンドフォワード FAX
による発信またはオフランプユーザ認証のプライマリ識別子としてAAAが使用するものを定
義します。
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ストアアンドフォワード FAXでは、プライマリまたはセカンダリ識別子のいずれかを定義す
ることができます。セカンダリ識別子を設定するには、mmoipaaasend-idsecondaryコマンド
を使用します。AAAは、定義されたソースから認証識別子情報を抽出します。フィールドが
空白の場合 (未定義を意味する)、AAAはセカンダリ識別子ソース (設定されている場合)を使
用します。セカンダリ識別子は、プライマリ識別子が nullの場合にのみ使用されます。この
場合、AAAはプライマリ識別子が nullであることを確認すると、セカンダリ識別子が定義さ
れているかどうかを確認し、その値をユーザ認証に使用します。

AAAはこれらの方法を順番に使用しません。つまり、プライマリ識別子が定義されていて、
AAAがプライマリ識別子情報を認証できない場合、認証にセカンダリ識別子を使用しません。
認証は単純に失敗します。

認証を有効にすると、オンランプゲートウェイはあなたが設定した任意の値を

mmoipAAAreceive-idprimaryコマンドをメールヘッダーの Xアカウント IDフィールドに挿入
します。この Xアカウント IDフィールドには、オンランプゲートウェイによる認証および
課金に使用される値が含まれます。例えば、mmoipAAAreceive-IDprimaryコマンドが gateway
に設定されている場合、オンランプゲートウェイ名 (例えば、hostname.domain-name)が FAX
メールメッセージのメールヘッダーの Xアカウント IDフィールドに挿入されます。

この設定済みのゲートウェイ値を Xアカウント IDフィールドで使用する場合、あなたは
mmoipAAAsend-idprimaryコマンドを account-idキーワードとともに設定する必要がありま
す。この特定のキーワードにより、ストアアンドフォワード FAXでエンドツーエンドの認証
および会計トラッキングレコードを生成できるようになります。オンランプゲートウェイで

認証を有効にしない場合、Xアカウント IDフィールドは空のままになります。

このコマンドは、オフランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、ファックスのストアアンドフォワードの AAA認証識別子として使用さ
れる電子メールヘッダーの envelope-toフィールドで定義されている受信者名を指定し
ています。

aaa new-model
mmoip aaa send-id primary envelope-to

関連コマンド 説明コマンド

オフランプファックス用に AAAがアカウント識別情報を取得す
るプライマリロケーションを指定します。

mmoipaaareceive-idprimary

オフランプファックス用に AAAがアカウント識別情報を取得す
るセカンダリロケーションを指定します。

mmoipaaasend-idsecondary
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mmoip aaa send-id secondary
AAAプロトコルがオフランプ FAXのアカウント識別情報を取得するセカンダリロケーション
を指定するには、mmoipAAA send-idsecondaryコマンドをグローバル設定モードで使用しま
す。アカウント IDソースの定義を削除するには、この no形式のコマンドを使用します。

mmoipaaasend-idセカンダリ {account-id | envelope-from | envelope-to | gateway}
いいえmmoipaaa送信 IDsecondary {account-id | envelope-from | envelope-to | gateway}

構文の説明 AAAは、発信ファックスメールシステムからのアカウントユーザ名を AAA
アカウント識別子として使用します。これは、オフランプゲートウェイが電子

メールヘッダーの Xアカウント IDフィールドでアカウント識別子を使用する
ことを意味します。この属性を使用すると、エンドツーエンドの認証と課金の

トラッキングが可能になります。

account-id

AAAは、FAXメールのヘッダーからのアカウントユーザ名を AAAアカウン
ト識別子として使用します。

envelope-from

AAAは、FAXメールのヘッダーから取得した受信者をAAAアカウント識別子
として使用します。

envelope-to

AAAは、ホスト名とドメイン名から得られたルーター固有の名前をAAAアカ
ウント識別子として使用します。ルーター名.ドメイン名の形式で表示されま
す。

ゲートウェ

イ

コマンドデフォルト アカウント IDソースが定義されていません

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

使用上のガイドライン 通常、簡易ユーザ認証にAAAが使用されている場合、AAAは認証のユーザプロファイルで定
義されたユーザ名情報を使用します。FAXのストアアンドフォワードでは、電子メールのヘッ
ダー情報からのアカウント ID、ユーザ名、または受取人名を、認証でユーザを識別するため
に使用するように指定することができます。このコマンドは、ストアアンドフォワード FAX
による発信またはオフランプユーザー認証のセカンダリ識別子として AAAが使用するものを
定義します。
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ストアアンドフォワード FAXでは、プライマリまたはセカンダリ識別子のいずれかを定義す
ることができます。プライマリ識別子を設定するには、mmoipaaasend-idprimaryコマンドを
使用します。AAAは、定義されたソースから認証識別子情報を抽出します。フィールドが空
白の場合 (未定義を意味する)、AAAはセカンダリ識別子ソース (設定されている場合)を使用
します。セカンダリ識別子は、プライマリ識別子が nullの場合にのみ使用されます。この場
合、AAAはプライマリ識別子が nullであることを確認すると、セカンダリ識別子が定義され
ているかどうかを確認し、その値をユーザ認証に使用します。

AAAはこれらの方法を順番に使用しません。つまり、プライマリ識別子が定義されていて、
AAAがプライマリ識別子情報を一致できない場合、認証にセカンダリ識別子を使用しません。
認証は単純に失敗します。

認証を有効にすると、オンランプゲートウェイは、 mmoipaaa受信-idセカンダリコマンドを
メールヘッダーの Xアカウント IDフィールドに追加します (ストアアンドフォワード FAXが
定義されたセカンダリ識別子を使用する場合)。この Xアカウント IDフィールドには、オン
ランプゲートウェイによる認証および課金に使用される値が含まれます。例えば、

mmoipAAAreceive-IDsecondaryコマンドが gatewayに設定されている場合、オンランプゲート
ウェイ名 (例えば、hostname.domain-name)が FAXメールメッセージのメールヘッダーの Xア
カウント IDフィールドに挿入されます。

この設定済みのゲートウェイ値を Xアカウント IDフィールドで使用する場合、あなたは
mmoipAAAsend-idsecondaryコマンドを account-idキーワードとともに設定する必要がありま
す。この特定のキーワードにより、ストアアンドフォワード FAXでエンドツーエンドの認証
および会計トラッキングレコードを生成できるようになります。オンランプゲートウェイで

認証を有効にしない場合、Xアカウント IDフィールドは空のままになります。

このコマンドは、オフランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、ファックスのストアアンドフォワードの AAA認証識別子として使用さ
れる電子メールヘッダーの envelope-toフィールドで定義されている受信者名を指定し
ています。

aaa new-model
mmoip aaa send-id secondary envelope-to

関連コマンド 説明コマンド

オフランプファックス用に AAAがアカウント識別情報を取得
するセカンダリロケーションを指定します。

mmoipaaareceive-idsecondary

オフランプファックス用に AAAがアカウント識別情報を取得
するプライマリロケーションを指定します。

mmoipaaasend-idprimary
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


